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     消し忘れチェック   省エネに関するフィールドワーク 

 

■環境教育学科の授業で 

フィールドワークというのは、文献調査や

実験などとは異なり、調査対象となる場所に

実際に出かけて調査を行うことです。2010

年６月２４日と７月１日に、環境教育学科２

年生はフィールドワークの手法を学ぶ授業を

行い、その調査対象として、学内の教室の照

明やエアコンの消し忘れを選びました。 

２人１組×６組の計１２人で午後３時から

４時頃に約５０の教室を回って、照明の ON

／ＯＦＦ、冷暖房のＯＮ／ＯＦＦと設定温度、

在室人員を調べました。 

 

 

 

 ■ 調査の結果 

調査結果の概要は、無人の部屋で照明また

はエアコンがついていた部屋が約１／４、設

定温度が２８℃より低い部屋が約３０％とい

う結果でした（結果の詳細はこのファイルの

後に添付します）。 

「ムダな部分がある」という気づくことが

重要であり、省エネ意識の向上につながるこ

とはもちろん、実際に現場を見て回ることの

重要さ・・・フィールドワークの意義を実感

できたのではないかと思います。 
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■ 参加者の感想 

各号館によって、ちゃんと消している所とそ 

うでないところがあって、けっこうバラバラ

だったのが不思議でした。パソコン室はクー

ラーの設定温度を低めにしても室温がなかな

か下がらない、ということとか、新しい発見

があって興味深かったです。誰もいなかった

り、人数が少ないのにクーラーを 20 度とか

すごい低くしてて・・・。フィールドワーク

をやってから、今まで以上に温度や電気のこ

とを気にするようになったので、よい機会で

した。 

 

意外とクーラー、電気を付けっぱなしにして 

いる部屋が多く驚きました。他の人がいなく

なったときに電気を消すようなクセをつける

ことが一人一人に必要ではないかと思いまし

た。 

自分の足で調査目的の場所に行き、普段使っ 

ていたところなど調べてみて、電気がついて

いたりとか色々つけっぱなしにしているもの

が見えたように思います。 

また、それらをまとめ、数字にしてみて改め

てわかるものがあると思いました。 

 

照明がついていなくても、クーラーはついて 

いたり、その逆だったり、どちらともついて

いたりと、けっこうむだ使いをしている教室

が多かった。そういうむだ使いをなくすため

に紙をはっていったが、それを見る生徒の視

点から考えるとあまりに論理的な内容であま

り関心がわくものではないと思った。 

お金がいくらかかっているといったところ

で、本人たちがはらっているわけでもなく、

しかも節約したとこで自分たちにいったいど

のようなメリットがあるか。「地球を救う！」

といっても目に見えるものでもないので、環

境の生徒ならともかく、一般の人が見ても節

約しよう！という気にはならないと思った。

いくら環境のために何か行動を起こしても、

そのやり方が間違っていたり、（植物を植えよ

うといって外来種を植えたり…）あまり効果

の期待できないものなら、やってもお金と時

間のむだであると思った。なので、今回の調

査は貴重なものであったが、貼るチラシなど

は見直す必要があると思う。 

 

意外と教室の照明が点いたままになってい 

たり、クーラーを点けっぱなしにしていた所

が所々あって、更にはクーラーの温度設定が

身体にも地球にも悪いくらい低かったので、

環境のことを考えると、「これはダメだ」と思

いました。 

使われていない教室の電気やクーラーがつ 

けっぱなしになっていて、もったいないと思

いました。このムダがなくなればだいぶ CO2

の削減になるのではないかと思いました。こ

ういう機会があったらまたやってみたいで

す。お世話になりました。ありがとうござい

ました。 
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